授業者振り返り
バスケットボール　三股町立三股中学校　森山　三幹男　教諭
	◯　本時の映像について
　・　小中高のつながりである、思考・判断・表現について目標を設定し、授業作りを行った。その中でも今回は、ゴール下の技能取得に重きを置いた。
　・　前時で、シュート技能に関する知識についての授業を行い、一番簡単だと思われるゴール下でのシュートを選択した。
◯　ICT活用について
・　ICT活用によって、活動量が減らないように、時間のメリハリを意識した。
◯　まとめ及び評価について
　・　まとめの中で、「技能のポイント」としたが、体育理論の兼ね合いで考えると「技術のポイント」とするべきだった。
　・　評価については、ほめたり、アドバイスしたりする際に、タブレットが余っていたので、話し合いの様子を撮影し、評価に活用できるようにすれば良かった。



ソフトテニス　都城市立西中学校　堀切　一甫　教諭
	◯　道具の扱い方について
・　指導に時間がかかったが、初心者でも使いやすいように工夫して準備することができた。
◯　ICT活用について
・　ICTの使い方の指導に多くの時間がかかったが、振り返り等で効果的に使うことができた。
・　動画を視聴することで対話的な活動につながった。しかし、動画撮影中は、撮ることだけに集中してしまい、アドバイス等につながらない場面があった。
・　光の関係で動画の撮影が難しい部分があり、撮影位置の指導など改善が必要であった。
◯　ウォーミングアップについて
　・　毎時間行っているドリル練習をウォーミングアップにすることで、技術の習得と活動時間の確保につながった。



質疑応答
球技：ゴール型「バスケットボール」
	発言者（中学校）
	内容

	甲斐教諭
（妻ヶ丘）
	タブレットを各班に活用させているということであったが、何台活用していた
のか。

	森山教諭
	１人１台活用していた。ペア学習のため、自分のタブレットを相手に渡して撮
影させた。アドバイスし合う時には、どちらかのタブレットが余るため活用方法として評価に活用すれば良かった。

	甲斐教諭
（妻ヶ丘）
	技能のポイントについては、教師側から先に大切なことを伝えたのか。そうで
ないとできないのではと考える。

	森山教諭
	技能のポイントを先に伝えた。

	本田教諭
（祝吉）
	単元の学習計画を見たところ、次の時間からゲームとなっている。パスとの兼ね合い、ドリブルの技能との組み合わせなど、DFの人をつけたときのシュートの練習など今後の計画があれば教えてほしい。

	森山教諭
	次の授業で、空いた場所への攻防（ゴール下の空いた場所）を達成するためにゲームを行う。次の授業から、スキルアップの中にある２対１、３対２のゲームをしてからつなげようと考えている。

	武永教諭
（中郷）
	今日の授業のグループでの人数編成について考えを聞かせてほしい。

	森山教諭
	男女を分けた理由としては、男子にはバスケ部が４、５人、女子にはいないた
め、女子にできるだけ運動の機会を設けるために、グループ編成を行った。



球技：ネット型「ソフトテニス」
	発言者（中学校）
	内容

	桒畑教諭
（志和池）
	ICTで撮影する時に、今回なぜ後ろからの撮影だったのか。


	堀切教諭
	ラケット面の向きを確認しやすいため。また、ボールの行き先まで撮影するこ
とができるため。

	鹿島教諭
（姫城）
	後ろを向いたバックハンド練習の意図は何だったのか。


	堀切教諭
	バックの面を作るときにつまずく生徒が多い。後ろを向いて打つことで、より面が作りやすいと考えたため。

	美里教諭
（姫城）
	グループ編成の意図は何か。また、テニス部は何名か。


	堀切教諭
	テニス経験者は女子１人、男子３人。３人編成にしたのは活動時間の確保のため。



指導講評
宮崎大学教育学部　日髙　正博　教授
	◯　はじめに
・　生徒たちが意欲的で学習訓練がしっかりされていた。
・　ICTの活用がなされており、多くの先生方に一つのモデルを示していただいた。生徒たちが撮影した動画を見ながらアドバイスをする様子も見られ、生きた学習資料として活用されていた。

◯　主体的対話的で深い学びのある授業について
・　実現するための学習スタイルとしては、問題解決学習と協働学習の有機的なまとまりとしての学習過程が理想ではないか。



【バスケットボールについて】
　・　ゴール型は、攻防が入り乱れた状態でゲームが進行する特性がある。要は敵が自分がやりたいことを邪魔しにくる。今回の授業は、生徒たちから出てきたシュートが入らない実態からシュート練習を選択していた。これは生徒の問題意識から学習がスタートしているということ。
　・　ただし、シュートが入らない理由が、技術が未熟だからなのか、敵が邪魔しに来るからなのかという二つの立場があり、今日の授業は前者であった。
　・　敵の邪魔があるから入らない。では、どうしたら入るのかを考えることに軸足を置くことで、戦術学習につながる。
　・　技術はなかなか身につかないため、反復練習で繰り返して練習していく必要がある。そのため、未熟な技術については単元を通して帯で指導していく必要がある。しかし、個人技能の習熟を待ってゲームを行うと、ゲームの時間が短くなるため、ゲームを通した戦術学習で学習をさせたい。子どもたちの未熟な個人技術は教材で吸収し、それらの工夫した教材を積み重ねていく学習も考えられる。

【ソフトテニスについて】
　・　学習課題が、「ボールを返す方向にラケット面を向けて打つことができるようになろう」であった。授業の導入では、ボールを遠くに飛ばす学習活動で、後半は狙ったところに打つことがメインの学習活動であった。
　・　生徒や教師が、遠くに飛ばすということと、狙って打つということを同じものとして捉えているのか、別のものとして捉えているのかが気になった。
　・　遠くに飛ばすということや強いボールを打つということの中で精度をあげていくことが狙ったところに打つということにつながるということではないか。そうであれば、遠くを狙って打つという言い方でも良かったのではないか。
　・　問題解決学習としての視点では、生徒たちの打動作を見ていると、つまずきのある生徒が見られた。技術のポイントが掲示されていたが、鞭運動が全然できていない生徒や体重移動がなされていない生徒などがいたため、つまずきごとにグループを作り、そのつまずきを解決するための指導過程を考えても良かったのではないか。そうすると、問題解決学習となり、同じ問題を抱えている仲間同士になるため、この中で対話も深まる。
　・　打動作については、並進運動、捻転運動、鞭運動が各局面でつながって成立するが、動作範囲が小さいことが一番気になった。大きく踏み込み、テークバックを大きくして振ることが遠くへ飛ばしたり、強い球を打ったりする上では大切だと考える。その点は、他のラケット競技やベースボール型でも共通する。それぞれの種目で動作範囲を大きくするよう意識して指導しておくことが重要である。
　・　最後のまとめで赤や緑のペンを使い分けていた。赤は問題意識を持ったところで、緑は自分なりのコツを書かせて、生徒に発表させていた。意図的な指名で素晴らしかった。欲を言えば、生徒たちが抱えている問題を意図的指名で取り上げたうえで、その問題の解決につながるような生徒たちの記述をピックアップして発表させるとより良い。





指導講評
宮崎県教育庁スポーツ振興課　西田　英司　指導主事
	授業の視点２点に沿って
　①　単元計画について
　・　例示カードを活用したグループ検討を行ってもらった。可視化したものを操作できることは協議する上でやりやすかったと感じた。
　・　学習指導要領の例示をカードにして、それを授業にどう組み込んでいくのか考えていくことが有効である。
　・　１、２年生の学び落としがないようにしてもらいたい。
②　カリキュラムマネジメント
　・　他教科との関連については、体育理論と保健は今まであったが、今回は道徳との関連も入っている。どのように関連していくかは課題だが、学びに向かう力・人間性等を育成する時間がある。これを学習内容として組み込んでいく中で、道徳との関連を意識していただきたい。
　・　カリマネの中の一つだが、どちらの授業も技術のポイントを知識として定着させる授業があった。これは前時に行っており、今回の授業の工夫したポイントであった。
　・　技術の向上が見られたのは、前時で知識の定着があったから。なおかつ、まとめでポイントを伝えているため、このポイントに応じた技術を高める授業となった。だからこそ思考力・判断力・表現力等を活かす授業となった。それが効果的であったことが見て取れた。
　・　今回のように知識を学んだ上で、思考力・判断力・表現力等を育成する時間を設定するという点は注意点として持ち帰ってもらいたい。
　③　ICT活用について
　・　効果的で効率的であったかという２点が大切で、授業全体を通して効果的、効率的であった。
　・　小学校でも１人１台使うのが当たり前になってくる。６年間使ってきた生徒が中学校でどう使うかということを考えてほしい。
　・　ICTを活用しながらも、運動量を確保して、技術の向上も見られたため、大きな効果があった。
　・　技術の向上が見られたことが大きな効果である。これは１人１台使えた点が要因。ペアや３人組での撮影にしたことで、効率的に活用することにつながった。
　・　撮影場所の設定があった。具体的には、後ろからという指定があったり、立つ位置に印があったりして、なおかつ人だけでなく、ゴールまで撮れる位置であったなど工夫が見られた。
　④　指導と評価の一体化について
　・　A・B・Cを明確化し、それに対する手立てを考えた。Aについては、Bの技能の再現性であったり、滑らかさであったりというところをとらえていくもので、上の学年の例示等を組み込んではいけない。
　・　どちらの授業もよくアドバイスにいっていた。これは、ポイントが明確になっていたから。
　・　教師の観察場所について、森山先生は外側を回り、堀切先生はネットのところをつっきていた。アドバイスすることが明確化されているため、教師がどこにいればいいかがはっきりした。この点も指導と評価の一体化を図る上で重要である。
⑤　その他について
・　めあてとまとめについては今後も検討していく必要がある。また、場の工夫、可視化されていた点やタイムマネジメント、タブレットの置き場など、工夫が見られた点は良かった点である。
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授業者 振り返り   バスケットボール   三股町立三股中学校   森山   三幹男   教諭  

◯   本時の映像について     ・   小中高 の つながり である、 思考 ・ 判断 ・ 表現について目標を設定し、授業作りを行った。 その中 でも今回は、 ゴール下 の 技能取得に 重きを置いた。     ・   前時で 、 シュート技能 に関する 知識についての授業 を行い、 一番簡単だと思われるゴール下での シュートを選択 した 。   ◯   ICT 活用 について   ・   ICT 活用に よって 、活動量が減らないように、時間のメリハリを意識した。   ◯   まとめ及び評価について     ・   まとめ の中で、「 技能のポイント 」 としたが、体育理論の兼ね合いで考えると 「 技術のポイント 」 とするべきだった。     ・   評価について は、 ほめたり、アドバイスしたりする 際に 、 タブレットが余っていたので、話し合 いの様子を撮影し、評価に活用できるようにすれば 良かった 。  

  ソフトテニス   都城市立西中学校   堀切   一甫   教諭  

◯   道具の扱い方について   ・   指導に時間がかかったが、初心者でも使いやすいように工夫して準備することができた。   ◯   ICT 活用について   ・   ICT の使い方の指導に多くの時間がかかったが、振り返り等で効果的に使うことができた。   ・   動画を視聴することで対話的な活動につながった。しかし、動画撮影中は、撮ることだけに集中 してしまい、アドバイス等につながらない場面があった。   ・   光の関係で動画の撮影が難しい部分が あり 、撮影位置の指導など改善が必要であった。   ◯   ウォーミングアップについて     ・   毎時間行っているドリル練習をウォーミングアップにすることで、技術の習得と活動時間の確保 につながった。  

  質疑応答   球技 ：ゴール型「バスケットボール」  

発言者（中学校）  内容  

甲斐 教諭   （ 妻ヶ丘 ）  タブレット を 各班に活用させているということであったが、何台活用していた   のか。  

森山教諭  １人１台 活用していた 。ペア学習のため、自分のタブレットを相手に渡して撮   影 させた 。アドバイスし合う 時 には 、 どちらかの タブレット が余るため活用方法 として評価に活用すれば 良かった。  

甲斐 教諭   （ 妻ヶ丘 ）  技能のポイントについて は、 教師側から先に大切なことを伝えたのか。 そう で   ないとできないのではと考え る 。  

森山教諭  技能のポイントを先に 伝えた。  

